
 

 

ほんだ！ま 

 

渋工図書館だより 令和５年度 第３号 

 

みなさん、こんにちは。もう１０月ですね。 

１０月２７日(金)から１１月９日(木)までは読書週間となります。 

日頃、本を読む人も、あまり読まない人も、この機会に本を読んでみてはいかがですか？ 

読書週間について 

終戦２年後の１９４７（昭和２２）年、まだ戦争の傷あとが日本中のあちこちに残っているとき、

「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と、出版社・取次会社・書店と図書館が力をあわ

せ、そして新聞や放送のマスコミも一緒になり、第１回「読書週間」が開かれました。 

 第１回「読書週間」は１１月１７日から２３日でした。これはアメリカの「チルドレンズ・ブック・ウィ

ーク」が１１月１６日から１週間であるのにならったものです。各地で講演会や本に関する展示会

が開かれたり、読書運動を紹介する番組が作られました。いまの１０月２７日から１１月９日（文化

の日をはさんで２週間）になったのは、第２回からです。 

 それから７０年以上が過ぎ、「読書週間」は日本中に広がり、日本は世界のなかでも特に「本を

読む国民」の国となりました。 

今年の「読書週間」が、みなさん一人ひとりに読書のすばらしさを知ってもらうきっかけとな

ることを願っています。  

http://www.dokusyo.or.jp/jigyo/dokusyo/dokusyosozai.htm（公益社団法人 読書推進運動協議会ＨＰより 2023.10.10） 

 

 

図書委員が本の帯を制作しました 

北毛地区図書委員研修会の一環として、本校図書委員が本の帯を制作しました。 

それぞれおすすめしたい本を読み、A３用紙を本のサイズに合わせてカットして、本のキ

ャッチコピーや絵を書いて仕上げました。 

読書週間中に展示しますので、ぜひご鑑賞ください。 

 



 

 

 

【第 3５回指定図書】  貸し出しできますので、応募しない人も、よかったら読んでみてください 

 

◇『手で見るぼくの世界は』樫崎茜 作 くもん出版 (913.6 カ)  

◇『母の国、父の国』小手鞠るい 著 さ・え・ら書房（913.6 コ） 

◇『シタマチ・レイクサイド・ロード』濱野京子 作 ポプラ社（913.6 ハ） 

◇『パップという名の犬』ジル・ルイス 作 さくまゆみこ 訳 評論社（933 ル）           

◇『ラスト・チェリー・ブロッサム：わたしのヒロシマ』 

  キャサリン・バーキンショー 作 吉井知代子 訳 ほるぷ出版 (933 バ） 

 

第３５回読書感想画中央コンクールの「指定図書」が入りました 

貸出期限が過ぎた本の返却について（お願い） 

期限が過ぎても返却が確認できてない本があります。 

返却をしていない本がある場合は、急いで返却をお願いします。 

新しく入った本のご紹介 

 

他にも入った本がありますので 

よかったら図書館に来てください 


